
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

楽器を楽しむ日とは？ 

管楽器リペア科２年 ⽻⽯(写真左) 

⾳楽サービス創造学科１年 岩⽥（写真右） 

羽石、岩

田 の 写

真 

1970 年に全国楽器協会により制定された｢6 ⽉ 6 ⽇は楽器
の⽇｣にちなんで中部楽器協会が独⾃にこのエリアの楽器、
⾳楽ファンの皆様に向け、2013 年より 8 ⽉第 1 ⽇曜⽇を｢楽
器を楽しむ⽇｣としてイベントを開催しています。 

今年で 6 年⽬になる楽器を楽しむ⽇ですが、本校も参加をし
ており、⾳楽の楽しさや楽器の魅⼒など、協会や企業の皆様
とともに発信して盛り上げながら、⾳楽⽂化の裾野を広げて
います。 

今回のインターンでは、楽屋管理やホール、ホワイエの舞台スタッ
フなどを⾏いました。企業の社⻑様も多く、直接指導を受けたり、
現場経験を伺ったりと、とても貴重な時間や経験をすることができ
ました。お客様からは⾒えない舞台裏では、多くのスタッフの⽅々
が活躍されていて、その⽅々のおかげで出演者の⽅やお客様も楽し
めるということを学びました。 

今回のインターン実習では… 

本校もブースを出展！ 
クラリネットの分解組⽴、学⽣作品のギターを試奏する
体験を⾏いました。普段あまり管楽器や弦楽器を触れる
機会のない⽅から楽器経験がある⽅、⼦供から年配の⽅
まで⾊々なお客様にお越しいただきました。 
中⾝をじっくり⾒たことがない⽅も多く、ドキドキしな
がら分解組⽴をしたり、じっくりと中⾝を観察したりと、
とても楽しく楽器に触れていました。 

中部楽器技術専⾨学校と中部楽器
協会、企業のコラボイベント！ 

舞台スタッフとしてのインターン 

機材スタッフの⽅からの貴重な指導 

中学⽣たちが楽器の分解組⽴に挑戦 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

「Ａｓｔｌｉｔｅ」というＢｏｒｄｅｒｌｅｓｓ 
ＲｏｃｋＢａｎｄのギターのＦＵＪＩさんとベース
のＨＩＲＯさんに本校学⽣のギター作品を試奏して
いただきました。 
ネックの形や⼿触り、弦の⾼さ、演奏性能、ボディ
の⾊などの⾒た⽬など、プロの演奏者からの詳細な
評価は⼤変勉強になりました！ 

楽器を楽しむ日を終えて 
普段は⾒えない舞台裏の仕事があるからこそ、出演者の⽅々やお客
様が楽しめるということを直に感じることができ、勉強になりまし
た。是⾮、コンサートやライブの際は舞台スタッフの⽅に注⽬して
みるのも⾯⽩いかもしれませんね！ 
今回の取材で、演奏者と共に舞台スタッフやリペアマンなどが⼀緒
にステージを創る素晴らしさを再発⾒できました。 

受け渡しの

様子 

プロ奏者からの評価は学ぶことが多いです 

展⽰やリペア、クリニックなど、学⽣主体です 


